
陸奥湾西湾のホタテガイ成貝に見られた生殖腺の発達異常 

 

吉田達 

 

目 的 

陸奥湾西湾で、5 月になっても卵付きのホタテガイ成貝が多数見られるという漁業者情報があったこと

から、これについて成育状況を調べた。 

 

材料と方法 

平成 29 年 5 月 18 日に外ヶ浜漁協蟹田地区の漁業者より、平成 27 年産貝を 28 個体入手し、分散時殻長、

現在殻長、全重量、軟体部重量、貝柱重量、中腸腺重量、生殖腺重量を測定したほか、吉田の方法１）によ

り異常貝の有無と程度を確認した。 

 

結果と考察 

測定結果を表 1 に示した。 

分散時殻長の平均値は 96.5mm、現在殻長は 115.5mm、全重量は 161.6g、軟体部重量は 76.8g、貝柱重量

は 26.2g、中腸腺重量は 7.04g、生殖腺重量は 6.56g、生殖腺指数は 9.05、異常貝率は 67.9％であった。 

表 1. 外ヶ浜漁協蟹田地区における平成 27 年産貝の測定結果 

  

異常貝の有無・程度別の分散時殻長と現在殻長の関係を図 1 に、現在殻長と成長量（現在殻長と分散時

殻長の差）の平均値を図 2 に示した。 

正常貝に比べると、異常貝の現在殻長や成長量が小さい傾向が見られ、重傷の個体では有意に小さかっ

た（図 1-2）。 

 

 
図 1. 異常貝の有無・程度別の分散時

殻長と現在殻長の関係 

 
図 2. 異常貝の有無・程度別の現在殻長と成長量（正常貝と比

べて、※※は P<0.01 で有意差あり、バーは標準偏差） 

 

異常貝の有無・程度別の現在殻長と生殖腺指数の関係を図 3 に、生殖腺指数の平均値を図 4 に示した。 

産卵終了の目安である生殖腺指数が 10 を下回っていない個体が 10 個体（35.7％）見られたが、全て中
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等傷や重傷の異常貝であった（図 3）。正常貝に比べると、異常貝の生殖腺指数が高い傾向が見られ、中等

傷や重傷の個体では有意に高かった（図 4）。 

 
図 3. 異常貝の有無・程度別の現在殻

長と生殖腺指数の関係 

 
図 4. 異常貝の有無・程度別の生殖腺指

数（正常貝と比べて、※は P<0.05、※

※は P<0.01 で有意差あり、バーは標準

偏差） 

 

今回と同様、昭和 50 年の大量へい死時における調査２～4）や平成 28 年の大量へい死時における調査５）

では、ホタテガイの成長不良のほか、異常貝や生殖腺の残留、発達した個体が多数、見られているが、こ

れは、①ホタテガイ同士の噛み合わせや養殖篭への擦れにより外套膜に外傷が生じる、②外傷部位からの

出血等による生理的異常で正常な産卵が行われず、生殖巣内に卵や精子が残る、③生殖巣内に残った卵や

精子の吸収が正常に行われないことが原因と考えられる。 
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